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新入会員卓話

木戸 俊哉

ＭＨＩ原子力研究開発株式会社（ＮＤＣ）

目次

•自己紹介（経歴、趣味など）

•職場紹介

•トピックス（宇宙と原子力）
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自己紹介

• 1960年（昭和35年）8月生まれ ⇒６３歳

•出身 新潟県（長岡市、昔は南蒲原郡中之島村）

• 1985年（昭和60年）4月から茨城県在住（約40年間）

•趣味

üスポーツを観る/やる位

（小：野球→中～高：バスケット→大：ボート

→社：サッカー/ラグビー/ドッジボール（少年団））

出身地紹介 ー平成16年7月13日新潟県中越豪雨ー

24時間で400㎜以上
の豪雨

犠牲者３名
全壊家屋56戸

職場紹介 ーＭＨＩ原子力研究開発株式会社ー

(5)
(4)

(3)

(2)

(1)

(1)材料ホットラボ施設
(2)ウラン実験施設
(3)燃料ホットラボ施設
(4)燃料・化学実験施設
(5)構造・材料実験施設

MHI原子力研究開発㈱

事務建屋

職場紹介 ーＭＨＩ原子力研究開発株式会社ー

三菱重工業㈱高砂研究所
東海試験場

（旧）

三菱原子力工業（株）

原子力開発
センター

東海研究所

大宮研究所 三菱重工業㈱
原子力応用技術部

ニュークリア・
デベロップメント㈱

(1959年8月) (1986年12月) (1995年1月) (1998年4月)

(1990年4月)(1972年4月)

▲ ▲ ▲ ▲

▼ ▼

Ｍ

Ｈ

Ｉ

原

子

力

研

究

開

発

㈱

(2022年1月)
▲

業務の紹介：加圧水型原子炉

原子炉圧力容器

燃料集合体
燃料棒

トピックス：宇宙と原子力

トピックス：宇宙と原子力

トピックス：宇宙と原子力

金星

木星 土星 天王星 海王星 冥王星

太陽光発電は、木星以遠、
深宇宙探査の電源としては
適さない。

トピックス：宇宙と原子力

原子力電池「GPHS-RTG」を搭載した
冥王星探査機「ニュー・ホライズンズ」

• 原子力電池：温度差発電と呼ばれる原理を利用。高温になる放射性物質と低温の宇宙空間との温度差を利用した発電。
（金属や半導体には、温度差が生じるとその差に応じて電流が流れる「ゼーベック効果」という現象が強く現れるもの
がある）

• 原子力電池の放射線源として用いられるプルトニウム238はアルファ崩壊の崩壊モードを持つ放射性同位体であり、半
減期が87.7年と長期間の宇宙探査ミッションにおいて十分な寿命を持ち、1キログラムあたりの熱出力も約540ワット
と原子力電池の熱源として最も適しています。

崩壊熱で赤熱するモジュール
（Credit:INL）

ゼーベック効果

出身地紹介 ー平成16年7月13日新潟県中越豪雨ー
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トピックス：宇宙と原子力

原子力(RI)電池「GPHS-RTG」

• アメリカが1980年代に開発した電気出力300キロワット級
の宇宙用原子力電池

• 図の赤い部分が放射性物質（プルトニウム）を内蔵した
「GPHS（汎用熱源）」と呼ばれる炭素繊維でつくられた
発熱体。

• その周りを取り囲むようにシリコンとゲルマニウムを用い
た「熱電変換素子」が配置されており、これが内部と外部
の温度差を利用して電力を発生させる。

• 冥王星探査機「ニュー・ホライズンズ」の他、木星探査機
「ガリレオ」、太陽探査機「ユリシーズ」、土星探査機
「カッシーニ」とNASAが誇る主要な宇宙探査機に搭載。

GPHS：General-purpose heat source（汎用熱源）
RTG：Radioisotope thermoelectric generator（放射性同位体熱電気転換器）

トピックス：宇宙と原子力

打ち上げ（1977年）から45年以上経つボイジャー1/2号*は
太陽圏の外へと向かっている現在もなお星間空間の探査・観
測ミッションを続行中。
（地球から・・・ボイジャー1号：250億km、2号：200億km）

冥王星に向かうニュー・ホライズンズ
（想像図）
2006年打上げ→2015年7月冥王星→現在地球から

（約50億km） 70億km

* MHW RTG (Multihundred-Watt radioisotope thermoelectric generator)を搭載

ボイジャーに搭載された
ゴールデンレコードの
ジャケット

↑
：一番近い恒星系

更に2000倍！

 

ご清聴ありがとうございました

例会欠席の場合は、必ず前日までに事務局に連絡してください 

 


